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発表内容

・はじめに

ヒートアイランドとは。ヒートアイランドの影響・原因。

・区部における夏季のヒートアイランドの実態

昨年夏における観測結果。

・屋上緑化のヒートアイランド緩和効果

屋上緑化（軽量・薄層）にヒートアイランド緩和効
果はあるのか？

・今後の展望



暑かった！昨年の夏

東京＜大手町＞の記録

真夏日日数：70日（平年：46日）

熱帯夜日数：41日（平年：23日）

最高気温：39.5℃（７月２０日）

最低気温：29.6℃（７月２１日）



ヒートアイランド

熱の島

等温線を描くと、高温となる都市部が、あた
かも島のように見えることから

郊外に比べ都心部ほど気温が高くなる現象。

都市温暖化 都市の熱（大気）汚染



＜気温30℃以上の時間割合（％）＞ ＜熱帯夜（最低気温25℃以上）日数＞

図１．今夏における区部のヒートアイランドの実態
（2004年7月1日～9月30日）
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地球温暖化
(0.6℃/100年）
の約５倍の
スピード！

東京の気温上昇



ヒートアイランドによる影響

・ 不快感，寝苦しさの増大
・ 健康被害（熱中症等）の増加
・ 冷房需要の増加に伴うエネルギー
消費量の増加→ヒートアイランド助長

・ 都市型集中豪雨
・ 大気汚染（光化学オキシダント）

等との関連

早急な実態把握と対策が必要



ヒートアイランドの主な原因

①人工排熱の増加
建物（エアコン） ・自動車等からの排熱

②地表面被覆の人工化
コンクリート・アスファルト化、
緑地の減少等に伴う熱収支の変化



都市における緑の機能
（東京都「緑の東京計画」より）

・防災

・うるおい、やすらぎ、風格

・生物の生存基盤

・都市環境の改善
大気浄化

気候緩和

ヒートアイランド緩和



緑地での水の蒸発

蒸発 蒸発散＋ ＝蒸散

植物 土

気候緩和



CO2、水蒸気など

日射 反射赤外放射
正味の

放射エネルギー

地表面



正味放射

潜熱
顕熱

伝導熱

地表面

緑地からの蒸発散に
伴う気化熱など，気温
上昇を伴わない熱

気温を上げる熱。
ヒートアイランドの原因

地面に伝わる熱。
蓄熱し夜間に放熱。
熱帯夜の原因



熱収支

正味放射＝顕熱＋潜熱＋伝導熱



緑による気候緩和の主なしくみ

アスファルト舗装 緑地

正味放射 正味放射

顕熱

伝導
熱

顕
熱

潜熱

伝
導
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気温

気温

蒸発散



ヒートアイランド対策
＜緑化の推進＞

区部での新たな緑地面積の確保は困難

屋上緑化等の建物空間の緑化

自然保護条例による義務化（平成１３年４月）

（一定規模を超える敷地を有する建築物の新増改築時）



既存建築物での屋上緑化

建築基準法による厳しい荷重制限
（６０kg/㎡以下）

普及が十分に図られていない



本研究の目的

既存建築物における屋上緑化の普及

軽量（薄層）な屋上緑化による
ヒートアイランド緩和効果を
定量的に明らかにする



測定の概要

日射計
放射計

風速・温湿度測定点

電子天秤

アルベド計
赤外放射計

アルベド計
赤外放射計

サーモカメラ

サーモカメラ

温度

温度 熱流計
温度 熱流計

外界条件測定部 無処理区測定部緑化試験区測定部



気象観測装置 放射収支計

熱電対と熱流板 電子天秤電子天秤

観測機器観測機器



実験を行った試験区

試験区名 植物名 土壌 土壌厚

芝区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm
芝乾燥区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm

イワダレソウ区 ヒメイワダレソウ 有機質人工軽量土壌 80mm
セダム区 メキシコマンネングサ 有機質人工軽量土壌 50mm
土壌区 － 有機質人工軽量土壌 80mm

スラジライト区 コウライシバ スラジライト 75mm
無処理区 － － －



イワダレソウ区（ヒメイワダレソウ）



実験を行った試験区

試験区名 植物名 土壌 土壌厚

芝区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm
芝乾燥区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm

イワダレソウ区 ヒメイワダレソウ 有機質人工軽量土壌 80mm
セダム区 メキシコマンネングサ 有機質人工軽量土壌 50mm
土壌区 － 有機質人工軽量土壌 80mm

スラジライト区 コウライシバ スラジライト 75mm
無処理区 － － －



セダム区（メキシコマンネングサ）



実験を行った試験区

試験区名 植物名 土壌 土壌厚

芝区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm
芝乾燥区 コウライシバ 有機質人工軽量土壌 80mm

イワダレソウ区 ヒメイワダレソウ 有機質人工軽量土壌 80mm
セダム区 メキシコマンネングサ 有機質人工軽量土壌 50mm
土壌区 － 有機質人工軽量土壌 80mm

スラジライト区 コウライシバ スラジライト 75mm
無処理区 － － －



芝区

イワダレソウ区

セダム区

実験の状況



図 2．屋上緑化による温度低減効果（2003 年 8 月 22～25 日）
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正味放射

潜熱
顕熱

伝導熱

屋上面

気温を上げない熱

気温を上げる熱。

建物に伝わる熱。



無処理区・芝区・セダム区の熱収支
（2003年9月15日正午付近の平均値）
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各試験区における潜熱（気温上昇を伴わない）
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各試験区における顕熱（気温上昇に結びつく）
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各試験区における伝導熱（屋上から建物に伝わる）
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効果は潅水（水分条件）によっても異なる
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屋上緑化によるヒートアイランド緩和

正味放射 正味放射
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ま と め

• 既存建物に適用できる薄層型屋上緑化システムにお
いて，顕熱を低減させ，ヒートアイランドを緩和する効
果を確認することができた。

• 日中のヒートアイランド緩和効果は，植栽の種類に
よって異なることがわかった。

→イワダレソウ区≧芝区＞芝乾燥区＞土壌区＞セダム区
• 日中のヒートアイランド緩和効果は，潅水条件によっ
て異なることがわかった。
→セダム区も潅水によって効果発現



今後の展望

• 今回の研究成果
対策効果の予測モデルへの活用

• 灌水コスト削減、夏季の渇水や集中豪雨対策
雨水利用型屋上緑化システムの開発

• 屋上緑化以外の緑化対策に関する研究
壁面や地表面の緑化、既存緑地の効果
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